
 
 

    

  
秋
分
の
日
も
過
ぎ
、
道
ば
た

の
彼
岸
花
が
季
節
の
訪
れ
を
告

げ
て
い
ま
す
。
自
宅
玄
関
の
草

む
ら
か
ら
、
虫
の
音
が
聞
こ
え

て
き
ま
す
。
吹
き
抜
け
る
爽
や

か
な
風
に
誘
わ
れ
て
、
秋
を
探

す
旅
に
出
か
け
た
く
な
り
ま
し

た
。
皆
さ
ま
、
如
何
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。 

 

衆
議
院
の
解
散
情
報 

 

こ
の
「
ほ
っ
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
第
七
十
六
号
」
の
原

稿
を
書
こ
う
と
し
て
い
る
と
き
、

台
風
十
八
号
が
日
本
列
島
を
縦

断
、
各
地
に
大
き
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。 

ま
た
国
政
で
は
、
安
倍
首
相

は
、
九
月
二
十
五
日
の
記
者
会

見
で
、
二
十
八
日
召
集
の
臨
時

国
会
の
冒
頭
で
衆
議
院
を
解
散

す
る
と
表
明
。
衆
議
院
選
挙
を

十
月
十
日
告
示
、
二
十
二
日
投

開
票
と
な
る
見
通
し
で
す
。 

 
 

伝
家
の
宝
刀 

 

衆
議
院
の
解
散
は
首
相
の
伝

家
の
宝
刀
で
あ
り
、
歴
代
の
首

相
は
勝
て
そ
う
と
思
っ
た
と
き

に
、
解
散
権
を
行
使
し
て
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
分
か
る
の
で
す

が
、
先
月
八
月
三
日
に
「
結
果

本
位
の
仕
事
人
内
閣
」
と
胸
を

張
っ
て
内
閣
改
造
を
行
っ
た
ば

か
り
で
す
。
解
散
の
理
由
を
、

少
子
高
齢
化
と
北
朝
鮮
情
勢
を

「
国
難
」
と
し
て
、「
国
民
の
信

任
な
く
し
て
大
改
革
、
毅
然
と

し
た
外
交
は
進
め
ら
れ
な
い
」

と
い
う
も
の
で
し
た
。
二
〇
一

九
年
十
月
に
予
定
す
る
消
費
税

増
十
％
引
き
上
げ
の
増
税
分
の

使
途
変
更
は
、
こ
れ
ま
で
国
会

の
場
で
も
ほ
と
ん
ど
論
議
さ
れ

て
お
ら
ず
、
突
然
の
解
散
に
な

ん
の
根
拠
に
な
る
よ
う
な
も
の

は
な
い
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま

す
。 

 自
己
保
身
で
の
解
散 

 

我
が
国
の
は
る
か
上
空
を
六

度
目
の
ミ
サ
イ
ル
が
飛
ん
で
い

く
な
ど
、
相
変
わ
ら
ず
核
や
ミ

サ
イ
ル
の
挑
発
な
ど
に
よ
る
、

北
朝
鮮
情
勢
の
緊
迫
も
続
い
て

い
ま
す
。
そ
し
て
、
首
相
自
身

が
渦
中
に
あ
る
加
計
学
園
や
森

友
学
園
問
題
は
未
だ
、
何
も
解

明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
六
月
通
常

国
会
の
閉
会
後
、
こ
れ
か
ら
「
真

摯
に
説
明
す
る
」
と
約
束
し
て

い
た
こ
と
が
、
全
く
手
つ
か
ず

に
残
っ
た
状
態
の
ま
ま
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

も
し
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
全

て
避
け
て
、
解
散
に
持
ち
込
む

と
い
う
こ
と
は
、
よ
ほ
ど
疑
惑

を
隠
し
て
、
こ
の
場
か
ら
逃
げ

出
し
た
い
、
自
己
保
身
で
の
解

散
と
思
わ
れ
て
し
ま
う
の
で
は

な
い
か
。
こ
れ
で
は
、
政
治
に

対
す
る
不
信
感
が
増
長
す
る
だ

け
だ
と
思
い
ま
す
。
あ
ま
り
に

国
民
を
軽
視
し
て
い
る
と
、
後

で
大
き
な
し
っ
ぺ
返
し
が
あ
る

も
の
と
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
、
日
本
の
政
治
で
一
番
、

必
要
な
こ
と
は
「
信
頼
」
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
国
の
ト
ッ
プ

が
説
明
責
任
を
し
っ
か
り
と
果

た
す
。
「
謙
虚
に
、
丁
寧
に
」
、

国
民
の
疑
問
に
対
し
て
、
一
つ

ひ
と
つ
、
首
相
が
説
明
を
す
る

真
摯
な
姿
勢
、
こ
れ
を
し
な
け

れ
ば
、
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
政

治
に
信
頼
は
得
ら
れ
な
い
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。 

 

『
政
治
に
無
関
心
で
も
生
き
て

行
く
こ
と
は
で
き
る
が
、
政
治

に
無
関
係
で
は
生
き
て
い
く
こ

と
は
で
き
な
い
』
だ
か
ら
『
政

治
へ
の
自
ら
の
参
画
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
』 

◆
九
月
定
例
市
議
会
◆ 

 八
月
二
十
八
日(

月)

～ 

九
月
二
十
日(

水)

二
十
四
日
間 

 

《
主
な
議
案
》 

 

九
月
定
例
市
議
会
は
保
育
士

の
処
遇
改
善
に
向
け
た
補
助
事

業
な
ど
で
、
一
億
四
千
四
百
万

円
を
追
加
す
る
平
成
二
十
九
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
や
、

二
十
八
年
度
の
一
般
会
計
決
算

認
定
、
我
孫
子
駅
前
土
地
区
画

整
理
事
業
に
伴
う
字
区
域
の
名

称
変
更
な
ど
十
八
議
案 
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印南 宏 現在の主な役職 
 
我孫子市議会 
教育福祉常任委員 
議会改革特別委員会 副委員長 
都市計画審議会委員 
会派「あびこ未来」代表 
成田線を便利にする議員の会 副会長 

 
連合千葉 
連合千葉議員団会議 前幹事長 

 
電機連合 
電機連合議員団会議 ブロック幹事 

 
その他 
我孫子市サッカー協会 顧問 
我孫子市ソフトボール協会 顧問 など 

 



○
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け

る
一
部
基
準
の
改
正
（
主
任
介
護

支
援
専
門
員
の
定
義
を
改
め
る
） 

○
特
定
教
育
・
保
育
施
設
運
営
に
関

す
る
基
準
の
一
部
改
正
（
受
給
資

格
等
の
確
認
手
続
き
の
見
直
し

等
） 

○
地
区
計
画
区
域
内
の
建
築
物
の
制

限
に
関
す
る
条
例
（
我
孫
子
新
田

地
区
の
都
市
計
画
決
定
） 

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
一
億
四
千

四
百
億
円
を
追
加
し
、
二
十
九
年

度
一
般
会
計
総
額
を
三
百
七
十
八

億
二
千
四
百
万
円
） 

○
二
十
八
年
度
一
般
会
計
決
算
、
特

別
会
計
各
決
算
、
水
道
事
業
決
算

の
認
定 

 

《
請
願
》 

 ○
国
に
お
け
る
平
成
三
十
年
度
教
育

予
算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
…
採

択 

○
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅

持
に
関
す
る
意
見
書
…
採
択 

○
移
植
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
禁
止
す
る
法

律
等
の
整
備
に
関
す
る
意
見
書
…

継
続
審
査 

 《
主
な
争
点
》 

 

専
決
処
分
の
市
議
会
へ
の
報
告
漏

れ
、
三
年
分
、
十
七
件
（
平
成
二
十

七
年
～
二
十
九
年
）
が
発
覚
し
、
市

長
が
議
会
に
陳
謝
す
る
不
始
末
が
発

生
。
専
決
処
分
と
は
、
市
長
が
議
会

の
議
決
を
経
ず
に
条
例
や
予
算
な
ど

を
決
め
る
こ
と
で
、
議
会
へ
の
事
後

報
告
が
必
要
と
な
る
事
項
、
例
え
ば
、

市
道
路
の
陥
没
な
ど
に
よ
り
、
市
が

ケ
ガ
を
し
た
歩
行
者
ら
に
損
害
賠
償

金
な
ど
を
支
払
う
な
ど
、
専
決
処
分

で
支
払
い
等
を
行
っ
た
も
の
は
、
必

ず
議
会
へ
議
決
報
告
す
る
こ
と
が
必

要
と
な
る
。
報
告
を
怠
っ
た
職
員
ら

を
市
は
懲
戒
（
訓
告
）
処
分
と
し
た
。 
 

 

そ
の
他
、
日
本
女
子
オ
ー
プ
ン
ゴ

ル
フ
大
会
で
我
孫
子
市
を
Ｐ
Ｒ
し
よ

う
と
、
市
と
関
係
団
体
で
組
織
す
る

「
あ
び
こ
Ｐ
Ｒ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行

委
員
会
」
は
我
孫
子
を
代
表
す
る
有

名
人
で
同
倶
楽
部
に
ゆ
か
り
の
あ
る 

青
木
功
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー
に
協
力
を

要
請
。「
ふ
る
さ
と
大
使
」
第
一
号
に

な
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
確
定
し
た
。

（
全
議
案
可
決
承
認
） 

               

宏
は
こ
う
考
え
る 

個
人
質
問
か
ら
抜
粋 

 
 

～
ふ
る
さ
と
納
税
～ 

 

「
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
納
税
と

名
前
が
付
く
も
の
の
、
現
実
は
「
寄

付
行
為
」
で
あ
り
、
制
度
が
生
ま
れ

た
本
来
の
趣
旨
は
、「
自
分
の
生
ま
れ

育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
寄
付
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
地
元
に
貢
献
す
る
こ
と

が
で
き
る
、
善
意
の
寄
付
制
度
」
が
、

こ
の
制
度
の
出
発
点
で
あ
っ
た
と
理

解
を
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
本
来
の
趣
旨
と
は
裏
腹

に
、
各
自
治
体
が
ふ
る
さ
と
納
税
額

を
増
や
そ
う
と
、
寄
付
者
に
贈
る
返

礼
品
競
争
が
過
度
に
エ
ス
カ
レ
ー
ト

し
、
併
せ
て
寄
付
を
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
家
族
構
成
や
年
収
に
よ
っ
て
、

一
定
の
制
限
は
あ
り
ま
す
が
、
原
則

二
千
円
を
差
し
引
い
た
額
だ
け
、
住

民
税
や
所
得
税
が
軽
く
な
る
仕
組
み

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

我
孫
子
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
額

を
増
や
し
て
い
く
た
め
に
は
「
選
べ

る
寄
附
金
の
使
い
道
」
に
お
い
て
他

市
と
差
別
化
を
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
今
後
返
礼
品
に
よ

る
見
返
り
よ
り
も
、
地
域
の
た
め
に

な
る
お
金
の
使
い
道
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
が
、
よ
り
重
要
と
な
る
と
考

え
る
か
ら
で
す
。
現
在
、
当
市
は
十

五
の
事
業
名
で
使
い
道
等
の
選
別
を

し
て
い
ま
す
が
、
そ
こ
に
「
動
物
愛

護
事
業
」
を
加
え
て
ほ
し
い
の
で
す
。 

我
孫
子
市
で
平
成
二
十
九
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
て
い
る
、
飼
い
主
の
い

な
い
猫
の
「
不
妊
去
勢
手
術
補
助
金
」

は
保
護
活
動
を
し
て
い
る
市
民
が
待

望
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
高
く
評

価
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後
、
こ
の
制

度
を
進
化
さ
せ
て
い
く
た
め
に
も
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
選
べ
る
寄
附
金
の

使
い
道
、
そ
の
一
つ
と
し
て
取
り
上

げ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
都
市
と
地
方
の
税
収
格

差
を
縮
め
る
た
め
に
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
だ
け
で
は
力
不
足
、
限
界
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
地
方
向
け
の
補
助

金
等
を
見
直
し
、
財
源
を
地
域
間
の

偏
在
が
小
さ
い
税
源
を
国
か
ら
地
方

に
移
す
改
革
等
も
必
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。
市
長
は
市
長
会
な
ど
を
通
じ

て
ふ
る
さ
と
納
税
、
制
度
を
改
善
す

る
こ
と
の
必
要
性
を
是
非
、
力
強
く

訴
え
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

※
二
十
八
年
度
、
我
孫
子
市
ふ
る
さ

と
納
税
金
額
は
、
市
へ
納
税
さ
れ
た
寄

付
額
八
百
五
十
万
円
に
対
し
、
他
の

自
治
体
へ
寄
付
し
た
こ
と
に
よ
る
個
人

住
民
税
影
響
額
六
千
八
百
万
円
、
二

十
九
年
度
は
一
億
円
を
超
え
る
影
響

額
が
出
る
予
定
で
す
。 
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私のスローガン  「住んでよかった」そして「住んでみたい」と言われる街に 

 

 

＊詳細は議会だより、市議会 
HP の録画等、いつでも 
みることができます＊  

http//www.discussvision.net/ 
abikosi/2.html 

 

 

９月議会　印南宏の個人質問

１．ふるさと納税　現況と課題
　　・ふるさと納税額の推移　・寄付額の向上施策
  　・選べる寄附金の使い道　・国への制度変更要望
    ・今後の戦略

２．鳥の博物館　現況と課題
　　・設置目的と今日までの評価　・目指すべき来館者数
　　・指定管理者制度検討会　・第８期計画の実現
　　・具体的な改善要望
   　ハード面の増床、歳入増の工夫、調査活動の情報発信

 



～
鳥
の
博
物
館
～ 

 
我
孫
子
市
鳥
の
博
物
館
は
、
平
成

二
年
五
月
二
十
二
日
に
手
賀
沼
の
ほ

と
り
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
き

っ
か
け
は
、
我
孫
子
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
な
る
手
賀
沼
の
水
質
汚
濁
に
あ
り

ま
す
。
昭
和
四
十
年
代
の
高
度
経
済

成
長
時
代
、
手
賀
沼
の
水
質
の
汚
濁

が
著
し
く
進
み
、
昭
和
四
十
九
年
か

ら
二
十
七
年
間
、
全
国
の
湖
沼
で
汚

濁
度
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
と
い
う
負
の
記

録
を
残
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
水
質

浄
化
を
図
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
地
域
の
自
然
に
関
心
を
持

ち
、
保
全
の
意
識
を
高
揚
さ
せ
る
こ

と
が
必
要
と
市
は
考
え
、
環
境
保
全

活
動
で
実
績
の
あ
る
「
山
科
鳥
類
研

究
所
」
当
時
、
渋
谷
区
南
平
台
に
あ

っ
た
施
設
を
、
我
孫
子
市
に
昭
和
五

十
九
年
に
誘
致
を
し
ま
し
た
。
誘
致

を
し
た
効
果
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め

に
、
平
成
二
年
に
市
民
が
い
つ
で
も

気
軽
に
鳥
を
は
じ
め
と
す
る
身
近
な

自
然
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
施

設
と
し
て
、
市
立
の
鳥
の
博
物
館
、

日
本
全
国
で
唯
一
の
鳥
専
門
の
単
科

博
物
館
を
設
立
し
た
の
で
す
。 

そ
の
鳥
の
博
物
館
も
今
年
で
二
十

七
年
、
四
半
世
紀
を
過
ぎ
、
開
館
当

初
か
ら
一
貫
し
て
「
人
と
鳥
と
の
共

存
」
を
テ
ー
マ
に
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
愛
さ
れ
、
環
境
学
習
活
動
を
続
け

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

全
面
的
な
展
示
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
は

一
度
も
行
っ
て
き
て
い
ま
せ
ん
。 

第
八
期
実
施
計
画
で
は
、
平
成
二

十
九
年
度
に
資
料
調
査
、
平
成
三
十

年
度
は
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
基
本
計

画
の
策
定
、
展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の

検
討
委
員
会
の
開
催
等
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
鳥
の
博
物
館
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
計
画
は
確
実
に
実
施
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
大
切
な

事
業
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。 

              

❖
宏
の
こ
こ
が
気
に
な
る
！
❖ 

我
孫
子
市
役
所
職
員 

「
働
き
方
改
革
の
行
方
」 

 

平
成
二
十
九
年
五
月
に
改
正
地
方

公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部

が
可
決
成
立
、
平
成
三
十
二
年
四
月

に
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
臨
時
・
非
常
勤
職
員

等
地
方
自
治
体
で
働
く
非
正
規
公
務

員
の
採
用
・
任
用
の
根
拠
を
明
確
に

し
、
さ
ら
に
は
期
末
手
当
（
民
間
で

い
う
賞
与
）
を
非
正
規
職
員
に
支
払

う
な
ど
の
改
善
を
行
う
法
改
正
で
す
。 

こ
れ
ま
で
「
臨
時
職
員
」「
特
別
職
非

常
勤
職
員
」「
一
般
職
非
常
勤
職
員
」

と
い
う
よ
う
に
、
ば
ら
ば
ら
で
あ
っ

た
も
の
を
改
正
地
方
公
務
員
法
で
は

「
会
計
年
度
任
用
職
員
」
と
い
う
新

た
な
採
用
類
型
を
設
け
て
、
こ
の
形

に
全
自
治
体
で
統
一
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

 

地
方
自
治
法
の
改
正
で
は
、
会
計

年
度
任
用
職
員
に
支
払
う
給
与
、
手

当
な
ど
を
整
理
、
規
定
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
改
正
に
よ
っ
て
地
方
自
治

体
で
働
く
職
員
の
三
人
に
一
人
、
昨

年
、
二
十
八
年
度
で
六
十
四
万
人
（
総

務
省
調
査
）
ま
で
に
な
っ
た
非
正
規

公
務
員
の
処
遇
を
改
善
し
、「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」
の
原
則
に
基
づ
き
、

正
規
・
非
正
規
間
の
格
差
を
是
正
す

る
こ
と
が
主
な
目
的
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
（
二
〇
〇
五
年
～
二
〇
一
六
年 

全
国
の
自
治
体
非
正
規
職
員
数
は
四

割
も
増
加
） 

特
に
我
孫
子
市
は
市
職
員
の
非
正

規
比
率
が
高
い
自
治
体
と
し
て
、
全

国
五
位
と
異
常
に
高
く
、
非
正
規
の

臨
時
・
非
常
勤
職
員
数
が
、
全
体
の

約
五
十
五
．
二
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
後
、
地
方
公
務
員
法
の
二
十
二
条

の
二
で
新
設
さ
れ
た
、「
会
計
年
度
任

用
職
員
」
が
、
本
当
に
政
府
の
狙
い

と
し
た
格
差
是
正
に
つ
な
が
っ
て
い

く
の
か
、
法
改
正
の
目
的
で
あ
る
官

製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ー
の
解
消
に
な

っ
て
く
れ
る
の
か
、
今
後
の
法
律
施

行
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
制
度
の
運
用
、

待
遇
の
改
善
を
行
っ
て
い
く
の
か
、

現
場
で
あ
る
自
治
体
は
慎
重
に
作
業

を
進
め
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

◆
九
月
議
会
ト
ピ
ッ
ク
ス
◆ 

 

我
孫
子
市
は
今
日
ま
で
、
市
の
単

独
費
で
私
立
保
育
園
に
勤
務
す
る
保

育
士
に
、
勤
務
年
数
に
応
じ
て
、
給

与
改
善
費
を
支
給
し
て
い
ま
し
た
。

（
勤
続
四
年
未
満
、
一
万
五
千
九
百

円
／
月
～
勤
続
十
年
以
上
、
二
万
五

千
円
／
月
額
の
四
段
階
） 

今
議
会
で
千
葉
県
か
ら
の
私
立
保

育
園
運
営
費
補
助
事
業
が
可
決
さ
れ
、

市
内
私
立
保
育
園
に
勤
務
す
る
保
育

士
、
非
常
勤
保
育
士
、
三
百
四
十
名

を
対
象
に
、
今
年
十
月
以
降
、
毎
月

二
万
円
を
プ
ラ
ス
し
て
給
与
改
定
、

処
遇
の
改
善
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。 

   
        

＊詳細は議会だより、 
市議会 HP の録画等、 

いつでもみることができます＊   
http//www.discussvision. 

net/abikosi/2.html 
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印南が代表を務める会派
「あびこ未来」代表質問要旨

○教育・行政
　・いじめ問題・児童虐待・認知症対策
○働き方改革
　・地方公務員法及び地方自治法の改正
　・教職員の長時間労働問題
○商工行政
　・産業拠点調査  

 
 



    

◆
私
の
住
む
平
和
台
自
治
会
は
、
今

年
も
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
た
。

訓
練
は
、
平
成
二
十
九
年
九
月
十
日

（
日
）
午
前
八
時
五
十
五
分
、
震
度

六
強
の
地
震
が
発
生
、
大
規
模
な
災

害
が
、
布
佐
平
和
台
地
域
を
襲
い
、

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
と
想
定
し
て

行
わ
れ
た
。
私
も
防
災
対
策
本
部
の

一
員
と
し
て
参
加
。（
日
常
は
防
災
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
活
動
）
主
な
訓
練
と

し
て
①
地
震
発
生
時
の
初
動
対
応
の

確
認
、
②
各
班
の
安
否
確
認
、
③
各

地
区
支
部
の
本
部
報
告
と
役
割
、
④

防
災
機
材
の
取
り
扱
い
方
、
⑤
防
災

対
策
本
部
の
運
営
訓
練
な
ど
が
行
わ

れ
た
。
平
和
台
自
治
会
は
東
西
に
細

長
く
、
約
千
三
百
五
十
世
帯
で
構
成

さ
れ
た
我
孫
子
市
で
最
も
大
き
い
自

治
会
で
あ
る
。
そ
の
中
に
防
災
倉
庫

を
各
公
園
に
設
置
、
全
九
支
部
体
制

で
防
災
組
織
を
確
立
し
て
い
る
。
各

支
部
は
日
頃
か
ら
自
治
会
員
の
生
命

を
如
何
に
守
る
か
、
自
助
共
助
の
一

連
の
行
動
を
互
い
に
確
認
、
一
次
避

難
所
（
公
園
）
で
の
防
災
機
材
の
取

り
扱
い
方
等
を
学
ぶ
な
ど
、
防
災
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
私
の
所
属
し
た

防
災
対
策
本
部
で
は
、
各
支
部
か
ら

入
る
被
害
状
態
を
い
ち
早
く
把
握
し
、

適
切
に
各
支
部
に
本
部
と
し
て
の
的

確
な
指
示
が
で
き
る
か
、
否
か
等
、

模
擬
訓
練
（
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
）
を

中
心
に
行
っ
た
。
参
加
し
た
理
事
、

防
災
委
員
、
防
災
ス
タ
ッ
フ
の
皆
さ

ん
は
、
各
ケ
ー
ス
の
防
災
対
応
に
つ

い
て
、
皆
で
意
見
を
出
し
あ
い
、
確

認
し
合
い
な
が
ら
、
真
剣
に
訓
練
を

行
っ
た
。
当
日
の
自
治
会
員
の
参
加

者
は
約
五
百
人
。
参
加
者
に
は
全
員
、

非
常
食
が
配
布
さ
れ
た
。
大
災
害
が

来
な
い
こ
と
を
願
い
な
が
ら
も
、
い

つ
か
は
や
っ
て
く
る
有
事
に
日
頃
か

ら
の
訓
練
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
た
一
日
だ
っ
た
。 

          

◆
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
一
体
何
だ
ろ
う
。

内
閣
官
房
が
察
知
し
た
ミ
サ
イ
ル
攻

撃
情
報
な
ど
を
地
方
自
治
体
に
伝
達

し
て
警
報
を
鳴
ら
せ
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
こ
の
情
報
で
本
当
に
私
た
ち

国
民
を
守
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
政
府

は
「
正
確
に
把
握
し
て
い
た
」
と
言

っ
て
は
い
る
が
、
過
去
二
回
の
Ｊ
ア

ラ
ー
ト
は
広
範
囲
な
自
治
体
（
１
２

道
県
）
に
発
令
を
し
て
い
る
。
攻
撃

に
対
し
て
、
迎
撃
シ
ス
テ
ム
が
働
く

と
聞
い
て
は
い
る
が
、
本
当
に
迎
撃

で
き
る
の
か
。
こ
の
警
報
が
作
動
後
、

数
分
後
に
は
、
す
で
に
ミ
サ
イ
ル
は

日
本
の
は
る
か
「
上
空
」
を
通
過
し

て
い
る
。
「
頭
を
か
ば
い
近
く
の
建

物
」
、
「
地
下
に
逃
げ
込
め
」
と
言
わ

れ
て
も
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い
。
地

上
か
ら
五
百
五
十
キ
ロ
の
大
気
圏
外

を
飛
行
、
四
百
キ
ロ
の
上
空
に
浮
か

ん
で
い
る
人
工
衛
星
よ
り
も
、
は
る

か
上
を
飛
行
す
る
ミ
サ
イ
ル
。「
我
が

国
に
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
し
た
」
と
総

理
大
臣
が
発
言
し
て
し
ま
う
こ
と
が
、

「
恐
怖
」
に
な
っ
て
い
な
い
の
か
。

外
交
の
リ
ス
ク
を
高
め
て
い
る
こ
と

に
な
ら
な
い
か
。
真
に
国
民
を
守
る

方
法
は
恐
怖
を
あ
お
る
だ
け
で
な
く
、

本
気
で
平
和
外
交
を
命
が
け
で
行
う

こ
と
が
第
一
の
道
で
あ
る
と
思
う
の

だ
が
。 

 

◆
倉
本
聰
「
や
す
ら
ぎ
の
郷
」
を
ご

存
知
だ
ろ
う
か
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝
ド
ラ
の

「
ひ
よ
っ
こ
」
と
同
じ
く
、
十
五
分

番
組
で
あ
る
。
こ
の
「
や
す
ら
ぎ
の

郷
」
は
お
昼
十
二
時
半
か
ら
民
放
で

放
送
し
て
い
る
番
組
で
あ
る
が
、
毎

回
の
放
送
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

脚
本
家
の
倉
本
聰
さ
ん
が
描
く
ス
ト

ー
リ
ー
が
面
白
い
。
過
去
の
蒸
し
返

し
や
テ
レ
ビ
業
界
の
タ
ブ
ー
や
数
々

の
風
刺
を
入
れ
て
、
私
を
ド
ラ
マ
に

引
き
込
ん
で
く
れ
る
。
出
演
者
の
一

人
で
あ
る
野
際
陽
子
さ
ん
の
最
後
を

飾
っ
た
ド
ラ
マ
と
な
っ
た
。
ド
ラ
マ

の
拠
点
は
お
金
持
ち
し
か
入
れ
な
い

高
級
老
人
ホ
ー
ム
、
ま
さ
に
超
高
齢

化
社
会
を
生
き
る
人
間
ド
ラ
マ
と
な

っ
て
い
る
。
老
人
に
な
っ
て
も
、
好

奇
心
を
絶
や
す
こ
と
な
く
、
常
に
明

る
く
、
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
。
悲

し
い
こ
と
も
起
こ
る
が
、
あ
く
ま
で

も
笑
え
る
作
品
に
努
め
て
い
る
倉
本

さ
ん
は
素
晴
ら
し
い
。
「
北
の
国
か

ら
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
塗
り
替
え
て
い

る
。
今
年
九
月
末
で
ド
ラ
マ
は
終
わ

っ
て
し
ま
う
が
、
昼
の
十
五
分
ド
ラ

マ
の
面
白
さ
に
脱
帽
。 
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